



























































籠谷 日蘭会商 という狭 いテーマではなく、
立本さんの質問にもあったような、東南アジ
アという、一っのシステムというまとまりに






































華僑か ら、いかに米を供出 して もらうのかと


























































ラ ンダやイギ リスの製 品 は、 日本製 品が






























累積的である。 しか し、イギ リスや日本の東
南アジアに対する他律的インパク トは実に短










企す ものであるな らば、残 された唯一の他律
的インパ ク トは華僑ネ ットワークになるだろ
う。今日の報告のいずれ もが、華僑に振 り回
された話であった。潮州人と中国人との密輸





































































































作 ったような知的 レベルー イギリスの外務
省の中にも、戦後は大学教授になった知的一














































に関 しては同感 しているが、 もう一歩進めて、
華僑とは華人ではない、華人ネ ットワークで
はな く、あ くまで華僑という東南アジアの
ネッ トワークと考え られないか。
それに関 して言えば、私自身は他律と自律
は無限に融け合うと思っている。これは自己
アイデンティティを考えれば理解 しやすいと
思うが、要するに自己と他者 との相互の交流
によってアイデンティティが生まれて くる。
その他律性をむ しろ自律へと向かわせ るのは、
あくまでも共同体志向であろう。東南アジア
では、もう自律も他律 もない。ず っと昔から
そういうものが融け合って東南アジアになっ
ている。明日の報告者である古田さんは、一
っの東南アジアの国家の中か ら、 「東南アジ
ア」という地域を見据えた中での地域国家と
いう認識をしているということを言われてい
るが、明日の議論に非常に期待を寄せている。
